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特集 みんなのギカイ

ゴミ焼却施設と
し尿処理施設

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
リ
ハ
ー
サ
ル

コロナワクチン接種受付保健師問診

ワクチン接種

ワクチン接種後の待機所

医師問診

リハーサル後の検証

行いました
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3
月
定
例
会

３
月
定
例
会

３月定例会は２月22日から３月10日
までの17日間にわたり開かれました。
一般質問者５名、審議した議案は条
例案10件、計画案２件、補正予算13件、
当初予算10件、市道路線の認定及び変
更１件、同意３件、委員の選任を原案
どおり可決・同意・選任しました。

103億4,663万2千円
141億3,000万円

を可決

一般会計令和３年度
（当初予算総額）各特別会計・企業会計2月22日〜3月10日

2021年

3月定例会

会　計　名 予算額 前年比増減率
社会保障関係	 7,725,350 ▲	2.5
国民健康保険事業特別会計 3,421,270 0.2
後期高齢者医療特別会計 353,524 4.1
介護保険事業特別会計 3,950,556 ▲	5.2
財産区 3,067 49.9
豊川財産区特別会計 347 ▲	0.9
下虻川財産区特別会計 322 ▲	45.2
和田妹川財産区特別会計 1,709 307.9
飯塚財産区特別会計 689 0.0
企業会計 2,618,215 ▲	3.3
水道事業会計 841,947 ▲	8.0
下水道事業会計 1,776,268 ▲	0.9

合　　　　計 10,346,632 ▲	2.7

（単位：千円、％）

各特別会計・企業会計予算

基　金　名 令和2年度末 令和3年度
増 減 令和3年度末

財 政 調 整 基 金 910,724 ▲	169,999 740,725

減 債 基 金 203 203

特
定
目
的
基
金

ふ る さ と
応 援 基 金 92,857 ▲	19,363 73,494

合 併 振 興
基 金 846,388 ▲	165,000 681,388

森 林 環 境
譲 与 税 基 金 4,183 4,880 9,063

新型コロナウイ
ルス感染症対策
利子補給基金

13,548 ▲	11,333 2,215

合　　計 1,867,903 ▲	360,815 1,507,088

（単位：千円）

基金現在高（見込）

区　　分 予算額 構成比 前年比増減率
義務的経費 7,085,817 50.1 1.6
人件費 2,625,690 18.6 4.2
扶助費 2,579,505 18.2 ▲	0.2
公債費 1,880,622 13.3 0.7
投資的経費 335,431 2.3 ▲	89.7
普通建設事業費 332,431 2.3 ▲	89.7
うち補助事業 158,829 1.1 ▲	66.6
うち単独事業 173,602 1.2 ▲	93.7
災害復旧事業費 3,000 0.0 0.0
そ　の　他 6,708,752 47.6 ▲	1.4
物件費 2,473,780 17.5 ▲	4.3
維持補修費 276,561 2.0 ▲	2.1
補助費等 2,356,773 16.7 8.8
うち一組負担金 918,088 6.5 ▲	2.7
繰出金 1,438,080 10.2 ▲	2.9
投資及び出資金 41,394 0.3 ▲	74.8
貸付金 100,000 0.7 0.0
積立金 7,164 0.1 2.3
予備費 15,000 0.1 0.0
歳　出　合　計 14,130,000 100.0 ▲	17.0

（単位：千円、％）

区　　分
一般財源 特定財源

合　計 構成比
予算額 構成比 予算額 構成比

自
　
主
　
財
　
源

1 市　　			　税 2,731,335 19.4 0.0 2,731,335 19.4
12 分担金及び負担金 0.0 32,177 0.2 32,177 0.2
13 使用料及び手数料 41,850 0.3 128,739 0.9 170,589 1.2
16 財 	 産 	 収 	 入 2 0.0 2,385 0.0 2,387 0.0
17 寄 　	附	　 金 1 0.0 0.0 1 0.0
18 繰 　	入 　	金 170,000 1.2 226,353 1.6 396,353 2.8
19 繰 　	越 　	金 350,000 2.5 0.0 350,000 2.5
20 諸 　	収 　	入 20,299 0.1 208,382 1.5 228,681 1.6

小　　計 3,313,487 23.5 598,036 4.2 3,911,523 27.7

依
　
存
　
財
　
源

2 地 方 譲 与 税 132,000 0.9 7,162 0.1 139,162 1.0
3 利子割交付金 2,000 0.0 0.0 2,000 0.0
4 配当割交付金 5,000 0.0 0.0 5,000 0.0
5 株式等譲渡所得割交付金 5,000 0.0 0.0 5,000 0.0
6 法人事業税交付金 14,000 0.1 0.0 14,000 0.1
7 地方消費税交付金 662,000 4.7 0.0 662,000 4.7
8 自動車税環境性能割交付金 7,000 0.1 0.0 7,000 0.1
9 地方特例交付金 24,000 0.2 0.0 24,000 0.2
10 地 方 交 付 税 5,851,098 41.4 0.0 5,851,098 41.4
11 交通安全対策特別交付金 3,000 0.0 0.0 3,000 0.0
14 国 庫 支 出 金 0.0 1,839,020 13.0 1,839,020 13.0
15 県 	 支 	 出 	 金 0.0 1,034,297 7.3 1,034,297 7.3
21 市　　　　	債 526,000 3.7 106,900 0.8 632,900 4.5

小　　計 7,231,098 51.1 2,987,379 21.2 10,218,477 72.3
歳　出　合　計 10,544,585 74.6 3,585,415 25.4 14,130,000 100.0

（単位：千円、％）

一般会計歳出性質別予算
《歳入》 《歳出》

款 予算額 構成比 前年比増減率
1 市 税 2,731,335 19.4 4.1
2 地 方 譲 与 税 139,162 1.0 ▲	1.3
3 利 子 割 交 付 金 2,000 0.0 0.0
4 配 当 割 交 付 金 5,000 0.0 ▲	28.6
5 株式等譲渡所得割交付金 5,000 0.0 150.0
6 法 人事業税交付金 14,000 0.1 250.0
7 地 方消費税交付金 662,000 4.7 ▲	0.7
8 自動車税環境性能割交付金 7,000 0.1 ▲	53.3
9 地 方 特 例 交 付 金 24,000 0.2 84.6
10 地 方 交 付 税 5,851,098 41.4 ▲	2.9
11 交通安全対策特別交付金 3,000 0.0 0.0
12 分 担金及び負担金 32,177 0.2 ▲	13.2
13 使 用料及び手数料 170,589 1.2 1.9
14 国 庫 支 出 金 1,839,020 13.0 4.8
15 県 支 出 金 1,034,297 7.3 ▲	0.9
16 財 産 収 入 2,387 0.0 ▲	6.3
17 寄 附 金 1 0.0 0.0
18 繰 入 金 396,353 2.8 ▲	66.3
19 繰 越 金 350,000 2.5 0.0
20 諸 収 入 228,681 1.6 ▲	1.2
21 市 債 632,900 4.5 ▲	77.0

歳　入　合　計 14,130,000 100.0 ▲	17.0

款 予算額 構成比 前年比増減率

1 議 会 費 170,803 1.2 3.2

2 総 務 費 1,478,195 10.5 ▲	46.6

3 民 生 費 5,617,903 39.8 ▲	18.9

4 衛 生 費 1,222,895 8.7 10.3

5 労 働 費 85 0.0 0.0

6 農 林 水 産 業 費 455,847 3.2 ▲	14.8

7 商 工 費 296,929 2.1 ▲	23.5

8 土 木 費 963,955 6.8 ▲	24.7

9 消 防 費 895,185 6.3 ▲	2.7

10 教 育 費 1,129,581 8.0 8.3

11 災 害 復 旧 費 3,000 0.0 0.0

12 公 債 費 1,880,622 13.3 0.7

13 予 備 費 15,000 0.1 0.0

歳　出　合　計 14,130,000 100.0 ▲	17.0

（単位：千円、％） （単位：千円、％）

一般会計当初予算総括表

一般会計歳入性質別予算

主　な　事　業

継続 	移住者支援事業	 100万円
新規 	男女共同参画宣言都市15周年記念事業
	 	 	 	 35万8千円
継続 	出産祝い金給付事業	 830万円
継続 	福祉医療給付事業	 2億7,150万7千円
新規 	子ども家庭総合支援拠点設置事業	 254万2千円
継続 	敬老事業（敬老祝い金・高齢者ふれあい交流支援事業）
	 	 	 	 804万1千円
継続 	介護予防事業	 383万1千円	
継続 	新型コロナウイルスワクチン接種事業
	 	 	 	 1億1,439万5千円
継続 	健康づくり人材育成事業	 43万1千円
継続 	感染症予防事業	 6,981万4千円
	うち 継続 		小児予防接種事業	 4,969万5千円
	うち 継続 		風しん追加的対策事業	 669万5千円

継続 	母子保健事業	 4,757万4千円	
	うち 継続 	子育て世代包括支援センター事業	 1,247万3千円	
	うち 継続 	不妊不育治療費助成事業	 439万4千円
継続 	防災・健康拠点施設事業	 4,301万4千円
新規 	馬踏川環境整備事業	 150万円
継続 	農産物販売・加工等促進事業		 253万4千円　	
継続 	多面的機能支払交付金事業	 1億2,200万2千円
継続 	秋田県経営安定資金危機関連枠利子補給費補助事業
	 	 	 	 1,133万4千円
継続 	二田追分線改良事業	 4,090万円
新規 	学校ICT環境活用支援事業	 565万3千円	
新規 	天王市民センター（仮称）竣工式	 139万1千円	
新規 	郷土文化保存伝習館開館40周年記念事業	 465万8千円
継続 	国民健康保険事業保険給付費	
	 	 	 	 25億7,065万2千円
新規 	金山送水ポンプ場監視子局装置設置工事
	 	 	 	 792万円
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３
月
定
例
会

委
員
会
の
動
き 	

●
教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命

工
　
藤
　
素
　
子
　
氏	

再
任

（
天
王
字
長
沼
）

●
湖
東
地
区
行
政
一
部
事
務
組
合
議
会
議
員
の
推
薦

門
　
間
　
　
勉
　
　
氏	

再
任

	

（
飯
田
川
飯
塚
字
巣
崎
）

菅
　
原
　
権
一
郎
　
氏	

新
任

（
昭
和
大
久
保
字
北
野
大
崎
道
添
）

・「
最
低
賃
金
の
改
善
と
中
小
企
業
支
援
の
拡
充
を
求
め
る

意
見
書
」
の
採
択
を
求
め
る
陳
情
書

2
月
22
日
、
瓜
生
望
議
員
か
ら
一
身
上
の
都
合
に
よ
り

辞
職
願
が
提
出
さ
れ
、
同
24
日
に
議
会
で
許
可
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

中
　
川
　
光
　
博
　
議
員

菅
　
原
　
理
恵
子
　
議
員

※
委
員
の
選
任
の
詳
細
に
つ
い
て
は
16
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照

く
だ
さ
い
。

・
非
常
勤
の
特
別
職
職
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
公
民
館
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

・
市
立
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

・
指
定
居
宅
介
護
支
援
等
の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
天
王
福
祉
セ
ン
タ
ー
設
置
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

・
天
王
保
健
セ
ン
タ
ー
設
置
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

・
出
産
祝
い
金
支
給
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

・
第
２
次
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画

・
地
域
福
祉
計
画
第
３
期

３
月
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
議
案
等

・
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
13
号
）

・
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
14
号
）

・
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
15
号
）

・
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

・
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

・
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

・
豊
川
財
産
区
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

・
下
虻
川
財
産
区
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

・
和
田
妹
川
財
産
区
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

・
飯
塚
財
産
区
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

・
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

・
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

・
令
和
3
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

・
市
道
路
線
認
定　

12
路
線

・
市
道
路
線
変
更　

12
路
線

条
例
の
改
正
・
廃
止

全
案
可
決

計
画
な
ど
の
議
決

原
案
可
決

補
正
予
算

全
案
可
決

市
道
路
線
の
認
定
及
び

変
更
に
つ
い
て

原
案
可
決

陳
　
情

継
続
審
査

同
意
案
件

議
員
の
辞
職
に
つ
い
て

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会
委
員
の
選
任

議
会
議
員
政
治
倫
理
審
査
会
委
員
の
選
任

令和２年度　各会計補正予算

会　　計　　名 補　正　額 補正後の予算額

一般会計 第１号 5,411万6千円 141億8,411万6千円
内　　　容 補　正　額

●県議会議員補欠選挙費 907万7千円
●新型コロナウイルスワクチン接種事業費 4,503万9千円

補 正 額 補正後の予算額

国民健康保険事業 第４号 251,504 3,699,148

後期高齢者医療 第４号 15,264 357,394

介 護 保 険 事 業
（保険事業勘定）第４号 70,684 4,340,047

豊 川 財 産 区 第１号 322 672

下 虻 川 財 産 区 第１号 184 772

和田妹川財産区 第１号 284 703

飯 塚 財 産 区 第１号 485 1,174

（単位：千円）

特別会計補正予算

補 正 額 補正後の予算額

収 益 的 支 出 第３号 △121 548,373

（単位：千円）

水道事業会計補正予算

補 正 額 補正後の予算額

収 益 的 支 出 第３号 △87 1,085,328

資 本 的 収 入
第３号

11,700 426,780

資 本 的 支 出 11,762 721,945

（単位：千円）

下水道事業会計補正予算

一般会計補正予算 

●県議会議員補欠選挙費

●財政調整基金積立金

●ふるさと応援基金積立金

●福祉医療費

●新型コロナウイルス感染症の
　影響による事業費の減額

●学校保健特別対策事業
　（繰越明許費）

328万6千円

1億5,031万3千円

3,179万3千円

△4,240万8千円
△1,459万円
800万円

歳出の主なもの

【補正額】第13号

328万6千円
【補正額】第14号

8,044万9千円
【補正額】第15号

3,220万円
【総　額】

221億470万8千円

令和３年度　一般会計補正予算



7 6No.64 潟上市議会だより　2021.4.1

委
員
会
の
動
き

委
員
会
の
動
き
・
予
算
特
別
委
員
会
・
臨
時
議
会

社
会
厚
生

総
務
文
教

社
会
厚
生 各

公
民
館
の
分
館
の
呼
称
は
ど
う

な
る
の
か
。
ま
た
、
使
用
制
限
の

緩
和
は
。

分
館
の
名
称
は
「
天
王
分
館
」「
羽

立
分
館
」「
昭
和
中
央
地
区
館
」「
駅

前
分
館
」「
下
虻
川
分
館
」
等
あ
り
ま

す
が
全
て
今
ま
で
ど
お
り
で
す
。
ま
た

県
内
各
市
の
条
例
の
確
認
で
「
使
用
の

制
限
」
の
中
に
営
利
目
的
等
を
規
定
し

て
い
る
自
治
体
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

で
と
児
童
ク
ラ
ブ
を
移
設
す
る

が
児
童
ク
ラ
ブ
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
の

分
け
方
は
。

各
児
童
ク
ラ
ブ
の
ニ
ー
ズ
に
応

じ
て
分
け
て
い
ま
す
。
設
置
基

準
は
１
支
援
概
ね
40
名
程
度
で
す
。

天
王
こ
ど
も
園（
仮
称
）の
工
期

が
半
年
遅
れ
た
こ
と
で
整
備
工

事
費
が
増
え
な
い
か
。
ま
た
、
再
発
防

条
例
廃
止
の
理
由
は
。

出
産
祝
い
金
事
業
を
総
合
戦
略

に
掲
げ
５
年
間
実
施
し
ま
し
た

が
、
令
和
２
年
度
を
も
っ
て
期
間
が
満

期
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
支
給
効
果
に
つ

い
て
検
証
し
た
結
果
、
多
子
世
帯
の
経

済
的
支
援
と
し
て
一
定
の
効
果
は
あ
っ

た
が
、
出
生
数
の
伸
び
に
繋
が
っ
て
は

い
ま
せ
ん
。
費
用
対
効
果
も
含
め
検
証

の
結
果
、
令
和
３
年
度
を
も
っ
て
廃
止

す
る
と
判
断
し
た
も
の
で
す
。

福
祉
医
療
給
付
費
の
減
額
の
要

因
は
。

乳
幼
児
及
び
小
・
中
学
生
分
に

か
か
る
医
療
費
で
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
伴
う
受
診
控
え

が
考
え
ら
れ
ま
す
。

止
に
関
し
て
当
局
の
見
解
は
。

整
備
工
事
費
は
当
初
予
算
で
進

め
て
い
く
予
定
で
す
。
工
期
延

長
に
つ
い
て
は
再
発
防
止
に
努
め
、
適

正
な
業
務
を
進
め
る
よ
う
鋭
意
努
力
し

ま
す
。
職
員
の
処
分
に
つ
い
て
は
過
去

の
事
例
等
を
参
考
に
対
応
し
ま
す
。

入
湯
税
減
額
補
正
の
内
容
と
利

用
状
況
は
。

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
利
用
者
が

26
・
２
％
減
の
見
込
み
で

９
０
８
万
８
千
円
を
減
額
補
正
し
ま

す
。
10
月
以
降
の
利
用
者
は
70
％
～
80

％
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
を
一
括

補
正
し
て
い
る
が
四
半
期
計
上

は
出
来
な
い
か
。

ま
と
め
て
年
度
末
計
上
し
積
み

立
て
、
翌
年
度
繰
入
金
と
し
財

源
利
用
し
ま
す
。

市
長
選
の
た
め
骨
格
予
算
と
な

っ
た
が
、
総
額
１
４
１
億
円
に

介
護
保
険
保
険
者
努
力
支
援
交

付
額
と
は
。

令
和
２
年
度
に
、
保
険
者
機
能

強
化
推
進
交
付
金
に
加
え
、
本

交
付
金
の
社
会
保
障
充
実
分
を
創
設

し
、
介
護
予
防
・
健
康
づ
く
り
等
に
資

す
る
取
り
組
み
を
重
点
的
に
評
価
し
、

配
分
基
準
の
メ
リ
ハ
リ
付
け
を
強
化
す

る
た
め
の
交
付
金
で
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
費
の
保
健
事

業
と
介
護
予
防
の
一
体
的
実
施

事
業
と
は
。

高
齢
者
が
加
入
し
て
い
る
健
康

保
険
の
区
別
に
関
係
な
く
、
生

活
習
慣
病
等
の
重
症
化
予
防
と
生
活
機

能
の
低
下
を
防
止
す
る
取
り
組
み
を
双

方
一
体
的
に
実
施
し
、
高
齢
者
の
自
立

と
健
康
寿
命
の
延
伸
を
図
る
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

地
域
就
職
氷
河
期
世
代
支
援
加

速
化
交
付
金
と
は
。

つ
い
て
考
え
方
は
。

政
策
的
な
事
業
は
肉
付
け
予
算

と
し
て
６
月
補
正
予
算
計
上
と

な
り
ま
す
。
目
指
す
予
算
は
持
続
可
能

な
財
政
で
あ
り
、
歳
出
は
事
業
の
見
直

し
、
歳
入
に
つ
い
て
は
地
方
交
付
税
の

段
階
的
な
縮
減
が
終
了
、
増
の
見
込
み

は
風
力
発
電
に
よ
る
固
定
資
産
税
と
ふ

る
さ
と
応
援
寄
附
金
で
す
。
適
正
な
予

算
規
模
は
１
３
０
憶
か
ら
１
４
０
億
円

で
す
。広

報
か
た
が
み
に
様
々
な
写
真

が
掲
載
さ
れ
る
。
そ
の
写
真
の

デ
ー
タ
が
庁
外
で
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、

実
態
は
。

広
報
の
写
真
は
担
当
職
員
が
現

場
で
撮
影
し
た
も
の
は
庁
外
へ

出
回
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

選
挙
用
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
同
じ

写
真
が
載
っ
て
い
る
が
、
こ
れ

に
つ
い
て
は
。

昨
年
の
市
広
報
３
月
号
の
写
真

と
同
様
の
カ
ッ
ト
で
す
が
、
同

行
者
が
撮
影
し
た
写
真
で
あ
る
と
推
察

し
ま
す
。

市
内
病
院
・
老
人
保
健
施
設
８

ヶ
所
の
不
在
者
投
票
の
実
態
は
。

外
部
の
立
会
人
を
選
任
し
実
施

す
る
よ
う
に
し
た
い
。

県
の
「
ひ
き
こ
も
り
支
援
モ
デ

ル
事
業
」
に
な
り
ま
す
。
令
和

３
年
度
よ
り
ひ
き
こ
も
り
相
談
の
受
付

窓
口
を
設
置
し
、
相
談
内
容
に
よ
っ
て

は
関
係
機
関
等
と
連
携
し
な
が
ら
進
め

る
予
定
で
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
も
相
談
で
き
る

予
定
で
す
。

子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
と

は
。

児
童
虐
待
等
を
早
期
に
対
応
す
る

た
め
の
拠
点
と
な
り
ま
す
。
若
年

妊
婦
や
過
去
に
虐
待
歴
の
あ
る
妊
婦
に

つ
い
て
情
報
等
を
共
有
し
、
虐
待
の
未

然
防
止
に
努
め
ま
す
。
ま
た
不
登
校
や

非
行
等
の
相
談
に
も
対
応
し
ま
す
。

国
保
税
が
納
め
ら
れ
な
い
方
も

い
る
と
思
う
が
、
国
庫
負
担
増

の
要
望
は
。

市
長
会
等
で
医
療
費
の
国
庫
負

担
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て
要
望

し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
の
均
等
割
の
引

き
下
げ
に
つ
い
て
は
、
今
国
会
で
法
案

が
成
立
す
る
と
令
和
４
年
度
か
ら
就
職

前
の
子
ど
も
は
半
額
に
な
り
ま
す
。

新型コロナウイルス感染症ワクチン接種について
※集団接種と個別接種があります。

◎介護施設に入所の方々は、介護施設の医師が接種。自施設で接種ができない場合は、市と接種
方法を検討する方針。※基礎疾患のある方はかかりつけ医に相談してください。

潟上市市民センター（かたりあん）
オープンに伴い
天王福祉センター・

天王保健センターは天王館
昭和公民館は昭和館

飯田川公民館は飯田川館へ
名称変更

公
民
館
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

出
産
祝
い
金
支
給
条
例
を

廃
止
す
る
条
例

令
和
２
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
14
号
）

令
和
２
年
度

介
護
保
険
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

令
和
３
年
度

国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
予
算

令
和
３
年
度

一
般
会
計
予
算

令
和
３
年
度

一
般
会
計
予
算

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

令
和
２
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
14
号
）

市
立
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

開館間近の
潟上市市民センター（かたりあん）

QQ QQ Q

QQ QQ QQ

QQ QQ Q

AA AA

AAA AA

AA A AA A A

１会場１日360人接種見込み
●天王地区は市民センターを予定。
●昭和・飯田川地区は昭和館を予定。

個別接種

市内医療機関に自分で予約
（その他については検討中）

集団接種（土・日を予定）
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委
員
会
の
動
き
・
予
算
特
別
委
員
会
・
臨
時
議
会

一
般
質
問

産
業
建
設公

園
施
設
工
事
の
積
算
根
拠
と

工
事
内
容
は
。

予
算
の
内
訳
は
、
展
望
塔
L
E
D

更
新
工
事
が
委
託
料
を
含
め
2
，

0
6
3
万
8
千
円
、
展
望
塔
外
壁
防
水

工
事
が
6
，7
5
6
万
6
千
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。
以
前
か
ら
漏
水
が
あ
る
た

び
修
理
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
改
善
さ

れ
な
か
っ
た
た
め
、
今
回
社
会
資
本
整

備
総
合
交
付
金
を
使
っ
て
根
本
的
に

改
修
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
ま
た

L
E
D
更
新
工
事
は
、
通
常
用
照
明

1
9
3
台
と
非
常
用
照
明
49
台
を
交
換

す
る
も
の
で
す
。

水
産
物
供
給
基
盤
機
能
強
化
事

業
補
助
金
等
の
内
容
は
。

水
産
物
供
給
基
盤
機
能
保
全
事

業
は
、
継
続
実
施
し
て
い
る
江

川
物
揚
場
の
残
延
長
25
．８
ｍ
を
全
面

矢
板
打
設
工
法
で
施
工
し
ま
す
。
水
産

物
供
給
基
盤
機
能
強
化
事
業
は
、
耐
震
、

耐
津
波
に
対
す
る
補
強
を
漁
協
前
の
江

川
物
揚
場
に
つ
い
て
実
施
し
、
災
害
が

発
生
し
た
場
合
で
も
す
ぐ
に
漁
業
活
動

が
再
開
で
き
る
よ
う
機
能
を
強
化
す
る

事
業
で
す
。
実
施
延
長
は
40
ｍ
で
発
生

頻
度
の
高
い
津
波
を
生
じ
さ
せ
る
地
震

に
対
す
る
強
化
を
行
う
事
業
で
す
。

強
い
農
業
・
担
い
手
づ
く
り
総

合
支
援
交
付
金
事
業
の
詳
細
は
。

産
地
の
収
益
力
強
化
と
担
い
手

の
経
営
発
展
を
推
進
す
る
た
め
、

産
地
・
担
い
手
の
状
況
に
応
じ
て
必
要

な
農
業
機
械
・
農
業
用
施
設
の
導
入
を

支
援
す
る
も
の
で
す
。
今
回
の
対
象
者

は
1
法
人
で
、
補
助
率
は
10
分
の
3
、

上
限
額
は
3
0
0
万
円
で
す
。

条
件
不
利
農
地
を
担
う
経
営
体

支
援
事
業
の
詳
細
は
。

農
地
中
間
管
理
機
構
を
活
用
し

て
、
中
山
間
地
域
等
の
条
件
不

利
農
地
を
借
受
け
、
規
模
拡
大
を
図
る

と
と
も
に
農
地
保
全
に
取
り
組
む
経
営

体
を
支
援
す
る
事
業
で
、
初
年
度
が
10

ア
ー
ル
あ
た
り
1
万
円
、
2
年
目
が

5
千
円
の
交
付
と
な
り
ま
す
。
対
象
件

数
は
ま
だ
確
定
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
初

年
度
面
積
1
，1
6
6
ア
ー
ル
、
2
年

目
面
積
4
3
0
ア
ー
ル
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。

市
の
遊
休
農
地
の
現
状
は
。

県
内
で
見
て
も
遊
休
農
地
率
は

低
い
の
で
す
が
、
そ
れ
で
も
遊

休
農
地
は
増
え
て
い
ま
す
。
認
定
農
業

者
な
ど
の
大
規
模
農
家
で
も
高
齢
に
よ

り
耕
作
で
き
な
い
と
い
う
相
談
が
年
々

増
加
し
て
お
り
、
農
業
委
員
や
事
務
局

で
も
新
た
な
耕
作
者
に
つ
い
て
調
整
を

と
っ
て
い
ま
す
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
の
対

象
と
補
助
率
は
。

一
般
世
帯
で
、
工
事
費
用
の
10

％
で
15
万
円
が
限
度
額
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
一
方
、
県
の
一
般
世
帯

へ
の
補
助
金
は
廃
止
さ
れ
て
お
り
、
対

象
は
子
育
て
世
帯
や
移
住
・
定
住
世
帯

で
工
事
費
用
の
20
～
30
％
の
補
助
率
と

な
っ
て
い
ま
す
。
基
準
に
合
致
す
れ
ば

両
方
の
補
助
を
受
け
る
こ
と
は
可
能

で
す
。

Q

Q

Q

QQ

Q

A

A

A

AA

A

展望塔外壁防水工事及び
LED更新工事について
審査しました

令
和
２
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
14
号
）

令
和
３
年
度

一
般
会
計
予
算

天王スカイタワー（展望塔）

土
木
費
の
公
園
施
設
改
修
工
事
分
を
補
正
す
る
理

由
と
内
容
は
。

国
の
第
３
次
補
正
予
算
に
よ
る
社
会
資
本
整
備
総

合
交
付
金
事
業
で
追
加
に
な
っ
た
分
で
す
。
工
事

の
内
容
は
、
鞍
掛
沼
公
園
展
望
塔
外
壁
防
水
工
事
分
と
Ｌ

Ｅ
Ｄ
照
明
更
新
工
事
分
と
な
っ
て
い
ま
す
。

外
国
青
年
招
致
事
業
費
の
人
数
と
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
の
内
容
は
。

Ａ
Ｌ
Ｔ
の
増
員
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
通
り
３
人

で
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。
帰
国
し
て
、
更
に
帰
国
分

来
日
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に

つ
い
て
、
こ
れ
は
新
規
来
日
し
た
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
一
括
し
て
国

で
行
う
も
の
で
す
。

水
産
業
費
が
前
年
度
と
比
べ
て
減
に
な
っ
た
理
由

は
。

水
産
業
振
興
費
に
つ
い
て
は
、
事
業
が
１
つ
終
了
し

て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
分
が
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
域
活
性
化
イ
ベ
ン
ト
事
業
費
が
廃
目
と
な
っ
た

理
由
は
。

主
に
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
ま
つ
り
の
地
域
活
性
化
イ

ベ
ン
ト
事
業
費
で
す
。
現
在
の
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡

大
の
観
点
か
ら
考
え
、
今
回
当
初
予
算
に
グ
リ
ー
ン
ラ
ン

ド
ま
つ
り
の
予
算
は
盛
り
込
ん
で
い
ま
せ
ん
。

財
政
調
整
基
金
と
合
併
振
興
基
金
の
見
解
は
。

財
政
調
整
基
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
２
年
度

末
９
億
１
，０
７
２
万
４
千
円
、
そ
れ
に
対
し
て
令

和
３
年
度
増
減
で
１
億
６
，９
９
９
万
９
千
円
で
、
令
和

３
年
度
末
で
７
億
４
，０
７
２
万
５
千
円
と
い
う
数
字
を

お
示
し
し
て
い
ま
す
。
合
併
振
興
基
金
に
つ
き
ま
し
て
も

令
和
２
年
度
末
８
億
４
，６
３
８
万
８
千
円
が
１
億
６
，

５
０
０
万
円
を
使
い
ま
し
て
、
令
和
３
年
度
末
で
は

６
億
８
，１
３
８
万
８
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
合
併
振

興
基
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
合
併
特
例
債
を
使
い
な
が
ら

そ
れ
を
基
金
と
し
て
積
立
て
、
償
還
し
た
分
の
範
囲
で
基

金
を
取
り
崩
し
て
使
っ
て
い
く
と
い
う
ル
ー
ル
に
基
づ
い

た
も
の
で
す
。

Q

Q

QQQ A

A

AAA

第
１
回
臨
時
議
会

令
和
３
年
１
月
20
日
開
催

●�

専
決
処
分
の
承
認

	

（
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
10
号
））	

全
会
一
致
承
認

補
正
予
算
の
総
額
は
１
億
円
の
追
加
で
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
１
８
億
７
，３
５
８
万
６
千
円

と
す
る
も
の
で
す
。

●�

専
決
処
分
の
承
認

	

（
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
11
号
））	

全
会
一
致
承
認

補
正
予
算
の
総
額
は
１
億
円
の
追
加
で
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
１
９
億
７
，３
５
８
万
６
千
円

と
す
る
も
の
で
す
。

補
正
予
算
の
内
容
は
、
昨
年
12
月
中
旬
か
ら
の
寒
波
の
影
響

に
よ
り
除
雪
委
託
料
が
不
足
と
な
っ
た
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
専
決

処
分
し
た
も
の
で
す
。

	

（
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
12
号
））	

全
会
一
致
可
決

補
正
予
算
の
総
額
は
１
，５
１
８
万
７
千
円
の
追
加
で
、
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
１
９
億
８
，

８
７
７
万
３
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

補
正
予
算
の
内
容
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

に
係
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
等
の
経
費
で
す
。

承
認
案
件

補
正
予
算
案
件

第
１
回
臨
時
議
会
が
１
月
20
日
に
開
催
さ
れ
、
承
認
案
件
２
件

と
一
般
会
計
補
正
予
算
案
件
を
承
認
・
可
決
し
ま
し
た
。

全
議
員
で
予
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し

審
査
し
ま
し
た
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５
名
が
質
問
し
ま
し
た

一
般
質
問

一
般
質
問
・
関
係
私
企
業
と
の
請
負
契
約
・
一
部
事
務
組
合
議
会

※一昨年の議会で一般質問した顔写真を使用しています。

費
用
に
つ
い
て
は
、
全
額
国
負
担
で
す
。
感
染
予
防
は
体
温
チ

ェ
ッ
ク
、
手
指
消
毒
、
予
約
の
際
に
は
時
間
帯
ご
と
に
定
員
を

定
め
密
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

行
政
の
効
率
化
は
国
民
の
利
便
性
と
公
平
公
正
な
社
会

を
実
現
す
る
た
め
の
制
度
だ
が
、
な
ぜ
普
及
が
進
ま
な

い
の
か
。
国
民
は
個
人
情
報
が
漏
れ
る
こ
と
や
国
か
ら
監
視
さ

れ
見
透
か
さ
れ
て
い
る
な
ど
様
々
な
不
安
や
心
配
な
声
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
現
在
の
活
用
と
今
後
の
活
用
方
法
は
。　
　
　
　

当
初
か
ら
印
鑑
登
録
証
や
身
分
証
明
書
と
し
て
の
利
用

や
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
確
定
申
告
の
際
に
利
用
で
き
ま

す
。
今
後
は
健
康
保
険
証
の
代
わ
り
に
使
用
で
き
る
オ
ン
ラ
イ

ン
資
格
確
認
が
３
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
10
月
以
降
は
、
薬
剤

や
医
療
情
報
の
閲
覧
等
も
可
能
と
な
る
見
込
み
で
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
取
得
・
促
進
の
た
め
ど
の
よ
う

に
推
奨
さ
れ
る
の
か
。　
　
　

国
で
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
取
得
促
進
に
向
け
て
、
１
月
か

ら
３
月
ま
で
順
次
、
未
取
得
者
に
対
し
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
交

付
申
請
書
の
再
交
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。
市
で
も
本
庁
舎
以
外

の
各
出
張
所
で
も
無
料
で
顔
写
真
を
撮
影
し
電
子
申
請
す
る
サ

ポ
ー
ト
を
開
始
し
ま
し
た
。

１
，３
５
１
件
、
平
成
29
年
度
で
１
，６
６
３
件
、
30
年
度
で
１
，

６
４
８
件
、
令
和
元
年
度
は
１
，６
６
５
件
で
累
計
は
約
５
，

８
０
０
万
円
で
す
。
し
か
し
、
保
護
者
の
負
担
軽
減
は
図
ら
れ

た
も
の
の
、
徒
歩
ま
た
は
自
転
車
通
学
を
し
て
い
る
高
校
生
の

保
護
者
に
対
す
る
助
成
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
こ
と
か

ら
第
二
次
潟
上
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
策
定

に
あ
た
り
、
少
子
化
対
策
と
子
育
て
環
境
を
見
直
す
一
環
と
し

て
継
続
を
見
送
り
に
し
ま
し
た
。

高
齢
者
の
皆
様
に
入
浴
割
引
券
を
発
行
し
て
い
る
市
町

村
も
あ
り
、
本
市
で
も
必
要
で
は
。

市
で
は
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
交
流
支
援
事
業
と
し
て
、
70

歳
以
上
の
方
に
入
浴
施
設
及
び
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場

の
利
用
券
を
配
布
し
て
お
り
ま
す
が
、
入
浴
施
設
の
利
用
者
が

14
％
前
後
で
、
ま
ず
は
利
用
率
の
向
上
に
努
め
る
こ
と
が
先
決

と
考
え
て
い
ま
す
。
事
業
の
実
施
方
法
な
ど
を
関
係
施
設
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
今
後
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

本
市
で
策
定
中
の
国
土
強
靭
化
計
画
は
。

本
計
画
で
は
、
想
定
す
る
リ
ス
ク
に
対
す
る
事
前
に
備

え
る
べ
き
目
標
を
設
定
。
最
悪
の
事
態（
リ
ス
ク
シ
ナ

リ
オ
）の
対
策
施
策
を
洗
い
出
し
、
重
点
化
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
施
策
を
選
定
中
で
す
。
計
画
に
掲
げ
る
各
施
策
は
、
個
別

の
整
備
計
画
等
に
よ
り
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今
後
は

関
係
機
関
等
と
の
連
携
・
調
整
を
行
い
、
早
期
に
計
画
策
定
で

き
る
よ
う
作
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

住
民
等
へ
の
情
報
手
段
の
多
重
化
・
多
様
化
は
。

県
内
の
防
災
ラ
ジ
オ
の
導
入
状
況
は
、
７
自
治
体
が
導

入
し
て
い
ま
す
。
本
市
に
お
い
て
防
災
ラ
ジ
オ
を
導
入

す
る
場
合
、
受
注
生
産
で
あ
る
防
災
ラ
ジ
オ
の
整
備
費
用
が
必

要
に
な
る
ほ
か
、
対
象
世
帯
を
ど
う
す
る
か
、
貸
与
を
有
料
ま

た
は
無
料
に
す
る
の
か
な
ど
様
々
な
検
討
が
必
要
で
す
。
次
期

防
災
行
政
無
線
更
新
時
期
に
あ
わ
せ
検
討
し
ま
す
。　
　
　

大
規
模
災
害
か
つ
長
期
的
な
断
水
を
減
少
さ
せ
る
た
め
、

上
水
道
管
路
の
耐
震
性
強
化
は
。

令
和
元
年
度
で
耐
震
適
合
率
は
10
％
で
す
。
今
後
ア
セ

ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
策
定
に
よ
り
、
基
幹
管
路
の
更
新

に
よ
る
耐
震
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

自
力
で
避
難
が
困
難
な
在
宅
要
配
慮
者
に
対
す
る
緊
急

輸
送
時
等
の
協
定
は
。

県
及
び
近
隣
市
町
村
の
動
向
に
注
視
す
る
と
と
も
に
、

協
定
を
締
結
で
き
る
輸
送
機
関
が
あ
る
か
な
ど
を
見

定
め
な
が
ら
、
今
後
も
災
害
を
未
然
に
防
止
し
、
災
害
か
ら
市

民
の
生
命
・
身
体
・
財
産
を
守
る
た
め
総
合
的
な
防
災
体
制
の

強
化
を
図
り
、
市
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

Ｇ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
ト
ラ
ベ
ル
の
再
開
や
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除

さ
れ
る
と
コ
ロ
ナ
感
染
が
こ
の
後
ま
た
広
が
る
と
思
う
。

市
内
に
は
病
院
、
老
人
施
設
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
そ
こ
で
働
く

職
員
や
利
用
者
も
た
く
さ
ん
お
り
ま
す
。
そ
れ
ら
の
施
設
が
完

全
で
万
全
な
対
応
を
さ
れ
て
も
外
か
ら
市
民
が
感
染
す
る
可
能

性
も
あ
る
。
ク
ラ
ス
タ
ー
防
止
の
た
め
、
さ
ら
な
る
発
信
を
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
陽
性
者
が
確
認
さ
れ
た
場
合
、
感
染

連
鎖
や
集
団
発
生
を
防
ぐ
た
め
、
行
動
歴
や
濃
厚
接
触

者
の
調
査
を
県
が
行
い
ま
す
。
市
で
は
県
の
指
示
に
従
い
行
動

調
査
へ
の
協
力
を
行
い
ま
す
。
ま
た
様
々
な
場
面
や
機
会
を
通

じ
て
対
応
の
徹
底
、
注
意
喚
起
を
継
続
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
特
に
高
齢
者
施
設
等
に
お
い
て
は
、
面
会
を
あ
る
程
度

制
限
す
る
期
間
を
継
続
す
る
必
要
も
あ
り
、
注
意
喚
起
を
徹
底

し
ま
す
。核

家
族
や
ひ
と
り
親
世
帯
で
親
が
感
染
し
た
場
合
、
そ

の
子
ど
も
を
ど
の
よ
う
に
保
護
す
る
の
か
。
ま
た
経
費

の
支
援
は
。

ま
ず
は
子
ど
も
を
養
育
で
き
る
親
族
等
を
探
し
ま
す
。

養
育
者
が
誰
も
い
な
い
場
合
は
、
児
童
相
談
所
へ
の
一

時
保
護
と
な
り
ま
す
。
費
用
は
県
が
負
担
し
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
方
法
・
場
所
・
費
用
・
感
染
予
防
は
。

接
種
体
制
は
、
特
設
会
場
に
お
け
る
集
団
接
種
と
市
内

医
療
機
関
で
の
個
別
接
種
を
併
せ
た
体
制
で
進
め
ま
す
。

全
国
的
に
も
県
内
で
も
、
子
ど
も
の
医
療
費
の
高
校
生

ま
で
の
無
料
化
が
進
ん
で
お
り
、
県
内
で
は
過
半
数
を

超
え
た
が
本
市
で
も
実
施
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

平
成
28
年
４
月
か
ら
開
始
し
た
中
学
生
ま
で
の
医
療

費
を
参
考
に
約
２
，８
０
０
万
円
と
試
算
し
て
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、
実
績
が
確
定
し
た
た
め
高
校
生
の
医
療
費
も

再
度
試
算
し
た
結
果
、
市
負
担
分
は
２
，０
７
９
万
円
ほ
ど
で

す
。
令
和
２
年
度
４
月
１
日
現
在
の
16
歳
か
ら
18
歳
ま
で
の

９
０
３
人
を
対
象
に
試
算
し
た
場
合
、
年
間
の
市
負
担
は
約
２
，

０
０
０
万
円
で
、
シ
ス
テ
ム
改
修
で
２
０
０
～
３
０
０
万
円
で

す
。
県
内
で
は
、
５
市
が
高
校
生
ま
で
無
料
化
し
て
い
ま
す
が
、

完
全
無
料
化
は
に
か
ほ
市
・
大
仙
市
で
す
。
今
後
の
本
市
で
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
県
の
動
向
や
子
ど
も
の
医
療
費
の
推

移
を
注
視
し
つ
つ
、
引
き
続
き
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

子
育
て
世
帯
の
定
住
化
、
保
護
者
の
経
済
的
負
担
の
軽

減
の
た
め
に
継
続
す
べ
き
で
は
。

平
成
28
年
３
月
に
策
定
さ
れ
た
潟
上
市
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
の
基
本
目
標
の
ひ
と
つ
、
少
子

化
対
策
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
公
共
交
通
を
利
用
し
て
高
等

学
校
に
通
学
す
る
高
校
生
の
保
護
者
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す

る
こ
と
に
よ
り
、
子
育
て
環
境
の
整
備
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

平
成
28
年
度
よ
り
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
平
成
28
年
度
で

本
市
で
も
、
児
童
虐
待
相
談
件
数
の
増
加
傾
向
を
受
け
、

来
年
度
新
事
業
の
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
設
置
事

業
と
の
関
連
は
。

令
和
３
年
度
新
た
に
市
福
祉
事
務
所
内
に
子
ど
も
家
庭

総
合
支
援
拠
点
を
設
置
し
、
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
や
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
、
児
童
相
談
所
等
の

関
係
機
関
と
の
連
携
・
協
働
に
よ
り
、
児
童
虐
待
の
早
期
発
見
・

早
期
対
応
に
努
め
、
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
や
発
達
を
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。

子
ど
も
食
堂
や
子
ど
も
宅
食
等
、
必
要
な
支
援
に
つ
な

げ
る
体
制
作
り
は
。

現
計
画
へ
の
事
業
実
施
の
取
り
組
み
は
な
い
が
、
来
年

度
は
第
２
期
子
ど
も
の
貧
困
対
策
整
備
計
画
策
定
年
度

で
、
０
歳
か
ら
19
歳
ま
で
の
子
ど
も
を
持
つ
世
帯
へ
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
し
、
実
態
把
握
を
行
う
予
定
。
意
見
や
要
望
等
を
参
考

に
、
国
、
県
の
動
向
を
注
視
判
断
し
て
ま
い
り
ま
す
。

共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
地
域
活
性
の
取
り
組
み

等
は
。

今
定
例
会
に
議
案
提
出
さ
れ
た
、
令
和
３
年
度
を
初
年

度
と
す
る
潟
上
市
地
域
福
祉
計
画
３
期（
案
）に
お
い

て
は
、
一
人
ひ
と
り
が
我
が
事
と
し
て
地
域
に
関
わ
り
、
み
ん

な
の
力
で
支
え
合
う
福
祉
の
ま
ち
か
た
が
み
を
計
画
の
基
本
理

念
に
掲
げ
、
こ
れ
ま
で
の
基
本
方
針
を
継
承
し
た
う
え
で
、
市

社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
と
の
連
携
・
協
働
を
図
り
な
が
ら
、
地

域
福
祉
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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A

A

A

Q

Q

Q

QQ

A

AA

Q

Q A

A

A

A

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
推
進
に
つ
い
て

高
校
生
通
学
費
助
成
金
の
継
続
に
つ
い
て

防
災
・
減
災
５
か
年
対
策
に
つ
い
て

高
齢
者
の
皆
様
へ
の

温
泉
券
・
入
浴
券
の
発
行
に
つ
い
て

コ
ロ
ナ
感
染
対
策
と

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に
つ
い
て

子
ど
も
医
療
費
は

高
校
生
ま
で
無
料
化
に
つ
い
て

伊 藤  正 吉
議員

天王ふれあい交流センター（天王温泉くらら）

地
域
共
生
社
会
の
実
現
等
に

向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て菅原 理恵子

議員

藤 原  典 男
議員

マイナンバーカードの見本
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一
般
質
問
・
関
係
私
企
業
と
の
請
負
契
約
・
一
部
事
務
組
合
議
会

み
ん
な
の
ギ
カ
イ
特
集

※一昨年の議会で一般質問した顔写真を使用しています。

税
収
減
少
に
対
し
て
の
対
応
策
と
、
今
後
の
見
通
し
は
。

市
の
財
政
状
況
は
今
後
も
厳
し
い
状
況
が
続
く
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
新
た
な
財
源
の
確
保
と
事
務
事
業
の

大
胆
な
見
直
し
に
よ
る
経
費
の
削
減
が
必
須
で
あ
り
ま
す
。
歳

入
で
は
、
使
用
料
・
手
数
料
等
の
適
正
化
や
有
料
広
告
募
集
等

の
拡
大
に
よ
る
財
源
の
確
保
な
ど
、
歳
出
で
は
市
民
生
活
へ
の

影
響
度
や
費
用
対
効
果
な
ど
を
考
慮
し
、
全
て
の
事
務
事
業
を

見
直
す
な
ど
、
歳
入
確
保
及
び
経
費
削
減
に
努
め
、
財
政
調
整

基
金
の
繰
り
入
れ
に
大
き
く
依
存
し
な
い
財
政
運
営
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。	

助
成
金
導
入
年
度
か
ら
の
申
請
件
数
と
反
響
は
。

平
成
28
年
度
か
ら
今
年
度
２
月
18
日
時
点
で
の
合
計
は

７
，１
７
２
件
で
す
。
反
響
に
つ
い
て
は
、
申
請
の
た

め
来
庁
さ
れ
た
保
護
者
と
の
対
応
か
ら
は
好
意
的
に
受
け
止
め

ら
れ
て
い
る
助
成
だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

通
学
費
助
成
金
は
是
非
と
も
継
続
し
て
も
ら
い
た
い
と

保
護
者
か
ら
の
切
な
る
声
も
多
い
。
せ
め
て
コ
ロ
ナ
情

勢
が
収
束
す
る
ま
で
の
期
間
は
延
長
す
べ
き
対
策
と
思
う
が
、

施
策
延
長
の
考
え
は
。

今
後
も
継
続
的
に
実
施
す
る
と
経
常
収
支
比
率
は
さ
ら

に
悪
化
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
教
育
委
員
会
と
し
て

は
国
・
県
に
よ
る
教
育
費
負
担
軽
減
策
も
実
施
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
小
・
中
学
生
に
要
保
護
お
よ
び
準
要
保
護
児
童
生
徒

就
学
援
助
事
業
を
実
施
し
、
高
校
生
に
市
育
英
会
奨
学
金
を
貸

与
す
る
な
ど
、
子
育
て
環
境
の
整
備
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

自
主
財
源
の
根
幹
で
あ
る
市
税
は
今
年
も
一
般
会
計
か

ら
不
納
欠
損
処
理
額
が
約
１
，７
４
２
万
円
と
な
り
、

収
入
未
済
額
で
あ
る
約
１
億
５
，８
２
７
万
円
は
本
市
の
限
ら

れ
た
大
き
な
財
源
で
あ
る
。
本
市
と
し
て
不
納
欠
損
処
理
に
至

る
ま
で
の
取
り
組
み
は
。

納
付
期
限
内
に
納
付
し
て
い
た
だ
け
な
い
方
に
対
し
て

は
電
話
や
文
書
に
よ
る
催
告
を
行
い
、
自
主
納
付
を
推

奨
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
財
産
調
査
を
実
施
し
、
で
き
る

限
り
早
期
に
滞
納
処
分
を
執
行
し
て
市
税
債
権
の
回
収
に
努
め

て
い
ま
す
。	

市
税
の
納
付
方
法
は
、
市
役
所
窓
口
や
金
融
機
関
で
の

現
金
納
付
と
口
座
振
替
の
２
種
類
で
あ
る
が
、�

時
効
に

な
ら
な
い
為
の
対
策
と
し
て
、
コ
ン
ビ
ニ
払
い
や
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
の
活
用
、
今
主
流
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
対
応
し
て
の
支
払

い
方
法
な
ど
は
検
討
し
て
い
な
い
の
か
。

本
市
に
お
い
て
、
コ
ン
ビ
ニ
納
付
あ
る
い
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
を
利
用
し
た
ス
マ
ホ
納
付
な
ど
一
度
検
討
し
た
こ
と

は
あ
り
ま
す
が
、
コ
ス
ト
の
関
係
で
そ
の
際
に
は
見
送
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
納
税
方
法
の
多
様
化
は
市
民
の
利
便

性
の
向
上
に
も
つ
な
が
り
、
ひ
い
て
は
収
納
率
の
向
上
に
も
つ

な
が
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
今
後
の
課
題
と
し
て
さ
ら
に

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。	

こ
れ
か
ら
の
行
財
政
運
営
を
恒
久
的
に
考
え
た
時
に
、

超
高
齢
化
が
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、

我
が
潟
上
市
は
今
後
ど
の
よ
う
な
見
通
し
を
さ
れ
て
い
る
の
か
。

QQQ AAAQQ AA 高
校
生
通
学
費
助
成
金
の

必
要
性
に
つ
い
て

緊
急
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
現
在
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今

後
防
災
計
画
等
に
盛
り
込
み
な
が
ら
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。市

内
の
生
徒
数
と
通
学
費
補
助
対
象
者
数
は
。

参
考
値
で
す
が
、
現
在
の
高
校
生
に
あ
た
る
平
成
29
年

度
か
ら
令
和
元
年
度
ま
で
の
潟
上
市
立
中
学
校
の
卒
業

生
の
合
計
は
8
6
9
人
で
す
。

公
平
性
の
確
保
や
移
住
・
定
住
化
の
観
点
か
ら
、
代

替
案
の
検
討
は
。

事
業
の
ね
ら
い
と
期
待
さ
れ
る
効
果
を
明
確
に
し
な
が

ら
、
ど
う
い
っ
た
支
援
が
有
効
的
で
必
要
か
を
市
長
部

局
と
総
合
的
な
観
点
か
ら
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

	
	

	
	

こ
ど
も
園
や
小
中
学
校
、
公
共
施
設
へ
の
防
犯
カ
メ
ラ

の
設
置
状
況
は
。

こ
ど
も
園
等
に
つ
い
て
は
、
防
犯
カ
メ
ラ
ま
た
は
イ
ン

タ
ー
ホ
ン
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
小
・
中
学
校
は
玄
関

周
り
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
、
中
学
校
で
は
駐
輪
場
に
も
設

置
し
、
録
画
し
て
映
像
を
保
存
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

公
共
施
設
で
は
市
役
所
庁
舎
や
ト
レ
イ
ク
か
た
が
み
の
ほ
か
、

道
の
駅
内
の
施
設
に
複
数
箇
所
設
置
し
、
常
時
モ
ニ
タ
ー
で
監

視
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

児
童
・
生
徒
の
通
学
路
へ
の
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
の
検

討
は
。

公
道
に
お
け
る
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
関
し
て
は
警
察

が
主
体
に
進
め
て
い
る
事
業
で
あ
り
、
今
の
と
こ
ろ
防

犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
つ
い
て
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
今
後
も
関

係
機
関
と
連
携
し
、
人
的
配
置
に
よ
る
地
域
ぐ
る
み
の
防
犯
対

策
を
強
化
し
な
が
ら
児
童
生
徒
の
安
全
安
心
を
確
保
し
て
ま
い

り
ま
す
。 市

に
お
い
て
備
蓄
庫
は
何
ヶ
所
、
何
人
分
、
何
日
分
を

め
ど
に
備
蓄
し
て
い
る
の
か
。

備
蓄
場
所
は
ト
レ
イ
ク
か
た
が
み
の
防
災
備
蓄
庫
を
は

じ
め
、
市
役
所
内
の
備
蓄
庫
、
天
王
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防

災
セ
ン
タ
ー
、
飯
田
川
出
張
所
に
公
的
備
蓄
品
を
分
散
配
備
し
、

食
品
や
生
活
必
需
品
等
は
市
内
外
の
民
間
企
業
者
等
と
救
援
物

資
供
給
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
、
災
害
時
対
応
で
き
る
よ
う

備
蓄
確
保
の
体
制
整
備
を
図
っ
て
い
ま
す
。
食
料
品
等
は
乾
パ

ン
や
お
か
ゆ
、
飲
料
水
、
粉
ミ
ル
ク
等
、
防
寒
用
品
で
は
毛
布
、

石
油
ス
ト
ー
ブ
、
衛
生
用
品
で
は
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
や
紙

お
む
つ
、
生
理
用
品
な
ど
を
備
蓄
し
て
お
り
、
備
蓄
状
況
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
等
の
方
々
へ
の
対
応
、
対
策
は
。

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど
を
引
き
起
こ
す
恐
れ
の
あ
る
特

定
原
材
料
等
27
品
目
を
使
用
し
て
い
な
い
ア
ル
フ
ァ
ー

米
な
ど
の
非
常
食
を
購
入
し
て
い
ま
す
。

備
蓄
し
て
い
る
非
常
食
全
て
が
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
の

方
々
に
対
応
で
き
る
の
か
。

ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
食
は
ア
ル
フ
ァ
ー
米
8
5
0
食
と

お
か
ゆ
1
，1
5
0
食
で
す
。
サ
バ
イ
バ
ル
パ
ン
1
，

7
0
4
食
、
保
存
用
乾
パ
ン
3
6
0
食
の
一
部
が
ア
レ
ル
ギ
ー

対
応
と
な
っ
て
い
ま
す
。

災
害
時
誤
食
な
ど
に
よ
り
ア
レ
ル
ギ
ー
等
が
起
こ
っ
た

時
の
緊
急
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
の
作
成
は
。

財
政
問
題
へ
の

今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て

防
災
備
蓄
庫
の

充
実
に
つ
い
て

佐 藤  敏 雄
議員

鈴 木  壮 二
議員

QQQQ AAAAQQQ AA Q AA 高
校
生
通
学
費
補
助
事
業
に
つ
い
て

児
童
生
徒
の
防
犯
対
策
に
つ
い
て

議会議員政治倫理条例にかかわる関係私企業との請負契約等の状況について、市長より報告がありました
ので次のとおり公表します。【令和２年11月１日～令和３年１月末日】

関係私企業との請負契約等の状況について一部事務組合議会

関 係 す る
議 員 事 業 名 請負契約等

の 内 容 請負の氏名 契約形態 請負契約等の
金 額（実 績 額）

発 注 期 日
（契約年月日） 契 約 期 間

西 村 　 武
冬 期 道 路
除排雪作業
委 託

除排雪作業
㈱西村建設
代表取締役
西 村 　 聖

随 意 契 約
(単価契約)

3,779,600円

12月 　  
712,800円

 １月　
3,066,800円

令和2年
12月1日

令和2年
12月１日～

令和3年
3月31日

※実績額は令和３年１月末現在

男鹿地区消防一部事務組合 男鹿地区衛生処理一部事務組合 湖東地区行政一部事務組合
３月23日定例会を開催し、次の議案
を全会一致で可決しました。

●令和3年度一般会計予算
歳入歳出予算の総額は13億9,387万3千
円、前年度比3,466万8千円（2.4％）の減。

歳出の主なものは、
・施設機器点検業務委託	 2,016万1千円
・職員被服費	 1,012万8千円

構成市村の負担金は、
潟上市	 5億1,394万8千円
男鹿市	 7億2,854万4千円
大潟村	 1億3,352万5千円

３月19日定例会を開催し、次の議案
を全会一致で可決しました。

●令和3年度一般会計予算
歳入歳出予算の総額は２億636万3千
円、前年度比1,151万円（5.5％）の減。

歳出の主なものは、
・主要機器点検整備業務委託料
	 2,874万3千円
・運転管理業務委託料	 1,707万1千円
・需用費（修繕料）	 1,871万3千円

構成市の負担金は、
潟上市	 7,735万8千円
男鹿市	 1億2,543万円

３月24日定例会を開催し、次の議案
を全会一致で可決しました。

●令和3年度一般会計予算
歳入歳出予算の総額は６億6,308万5
千円、前年度比1,507万円（2.3％）の増。

歳出の主なものは、
・本署仮眠室改修工事	 433万4千円
・救急車	 3,700万円

構成市村の負担金は、
潟上市	 3億1,153万8千円
井川町	 1億4,849万4千円
八郎潟町	 1億6,036万4千円
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廃棄物処理施設整備費

ゴミ・し尿の収集処理費用は

未来の子どもたちのためにみんなで考えよう。未来の子どもたちのためにみんなで考えよう。

ゴミ処理施設ゴミ焼却施設
し尿処理施設

と

わ
た
し
達
が
生
活
す
る
う
え
で

切
り
離
す
こ
と
が
で
き
な
い

身
近
な
モ
ノ
と
い
え
ば
、

「
ゴ
ミ
焼
却
施
設
」と「
し
尿
処
理
施
設
」。

今
後
考
え
ら
れ
る
様
々
な
問
題
に
よ
り

古
く
な
っ
た
施
設
の
維
持
管
理
が

難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

持
続
可
能
な
潟
上
市
で
あ
る
た
め
に

未
来
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
に

ど
う
す
れ
ば
良
い
か
を
考
え
ま
し
た
。

男鹿地区衛生処理一部事務組合
（男鹿地区衛生センター）

潟上市クリーンセンター
（ゴミ焼却施設）

施設が古くなれば…

設備の更新や維持管理にお金が掛かる
当然

ゴミ袋など市民の負担増
市民生活への影響も…。

歳入不足により行政サービスの低下
人口減少により

4億8,400万円年
間

になります。

こ
の
ま
ま
維
持
し
た
場
合

建設当時はこのくらいの費用が
かかっていました!!

11億7,000万円（昭和58年度建設）
●ゴミ焼却施設

し尿処理施設整備費

12億5,900万円（平成2年建設）

12億5,000万円（平成4年建設）
●粗大ゴミ処理施設

（うち天王町負担金 2億1,100万円）

24億2,000万円計

30年以上前に
この金額ということは…。

が
期
待
で
き
、
人
口
減
少
下
に
あ
って
も
持
続
可
能
な

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
質
的
安
定
と
効
率
化
を

図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

構
想
計
画
か
ら
稼
働
開
始
ま
で

10
年
程
度
の
期
間
を
必
要
と
し
ま
す
。

そ
の
た
め
広
域
化
の
協
議
は

そ
れ
以
前
か
ら
検
討
を
開
始
し
、

関
係
市
町
村
等
と
県
が
連
携
し
て

取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

整
備
費

維
持
管
理
費
の
低
減

人
件
費
の
削
減

広
域
化
し
た
場
合

廃
棄
物
処
理
施
設
の
整
備

将
来
的
に「
広
域
化
」す
る
こ
と
に
よ
り

市
の
負
担
を
減
ら
し
、

市
民
生
活
へ
の
影
響
も

軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

将
来
像
を
描
き
な
が
ら

こ
ど
も
達
に
大
き
な
希
望
を

与
え
る
よ
う
な
潟
上
市
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

未
来
ビ
ジ
ョ
ン

施
設
の
集
約
化
に
よ
り

ど
う
す
る
べ
き
か…

。

？

し
尿
及
び
浄
化
槽
汚
泥
の

広
域
処
理
検
討
に
係
る
覚
書
の
締
結
を

令
和
３
年
２
月
26
日
に
行
い
ま
し
た
。

CO2

CO2

CO2

CO2 CO2

CO2

CO2

CO2

現状のゴミ処理のイメージ

ゴミ処理広域化のイメージ

市町村毎に収集・ごみの焼却処分を行う。

CO2

CO2

CO2

CO2

収集車
運 搬

広域処理施設

集積所　　　に
集める。

CO2

発電等の
エネルギー
創出が可能

CO2の排出量の削減

み
ん
な
の
ギ
カ
イ
特
集

賛
否
一
覧
・
委
員
の
選
任
・
編
集
後
記
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（〔○〕：賛成、〔×〕：反対、〔欠〕：欠席、〔議〕：議長）

新星だるま会 同 志 会 新 生
クラブ

改 革
クラブ

会 派 に
属さない

結　

果

会
　
長

副
会
長

幹
事
長

会
　
長

会
長
代
行

幹
事
長

代
　
表

代
　
表

日
本
共
産
党

公
明
党

議

長

佐
藤
　
義
久

大
谷
　
貞
廣

堀
井
　
克
見

澤
井
昭
二
郎

菅
原
　
秀
雄

鐙
　
　
仁
志

佐
藤
　
敏
雄

鈴
木
　
壮
二

児
玉
　
春
雄

小
林
　
　
悟

伊
藤
　
正
吉

中
川
　
光
博

戸
田
　
俊
樹

藤
原
　
典
男

菅
原
理
恵
子

西
村
　
武

議 案
第	3	号 公民館条例の一部を改正する条例 ○○○○○○○○○○○×○○○議 可　決

議 案
第11号 出産祝い金支給条例を廃止する条例 ○○×××○○○○○○○××○議 可　決

会 派 名・ 氏 名

議　案　等

「
時
代
の
流
れ
」
昨
年
来
の
コ
ロ
ナ
禍

に
お
い
て
よ
く
耳
に
す
る
。
時
代
に
即
応

し
た
的
確
な
判
断
と
行
動
の
良
い
意
味

で
の
枕
詞
で
も
あ
る
が
、
時
代
が
そ
う

だ
か
ら
…
と
い
う
消
極
的
な
意
味
も
あ
る
。

議
会
も
コ
ロ
ナ
禍
で
ま
さ
に
そ
の
あ

り
方
が
問
わ
れ
て
い
る
。
会
議
の
開
催

方
法
な
ど
対
応
す
べ
き
課
題
は
多
い
。

し
か
し
議
会
活
動
の
根
本
で
あ
る
「
市

民
の
た
め
に
」
こ
れ
だ
け
は
い
か
に
時
代

が
流
れ
て
も
不
変
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

議
員
は
こ
の
こ
と
を
深
く
胸
に
刻
み
、

こ
の
難
局
の
克
服
に
向
け
て
日
々
の
活

動
に
励
み
た
い
も
の
だ
。「
今
日
の
後
に

今
日
な
し
」
の
こ
と
わ
ざ
の
如
く
…
。

（
堀
井
克
見　

記
）

令和3年3月定例会
各議員の賛否一覧（全会一致を除く）

瓜
生
望
議
員
の
議
員
辞
職
に
伴
い
、
欠
員
と
な

っ
た
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会
及
び
議
会
議
員

政
治
倫
理
審
査
会
委
員
の
選
任
を
行
い
ま
し
た
。

議
会
の
活
動
状
況
を
市
民
に
周
知
し
、
市
政
に

対
す
る
理
解
と
協
力
を
得
る
た
め
、
市
議
会
だ
よ

り
の
編
集
、
発
行
を
行
い
ま
す
。

議
員
の
政
治
倫
理
に
関
す
る
事
項
の
審
査
を
行

い
ま
す
。

委
員
会
の
構
成
は
次
の
と
お
り
で
す
。
な
お
、

委
員
の
任
期
は
令
和
4
年
2
月
21
日
ま
で
で
す
。

氏　　名

委 員 長 伊　藤　正　吉

副委員長 佐　藤　敏　雄

委 員 菅　原　理恵子

委 員 中　川　光　博

委 員 佐　藤　義　久

氏　　名

委 員 長 鈴　木　壮　二

副委員長 菅　原　理恵子

委 員 戸　田　俊　樹

委 員 中　川　光　博

委 員 堀　井　克　見

委 員 小　林　　悟

議会広報編集
特別委員会

議会議員政治倫理
審査会 議

会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

議
会
議
員
政
治
倫
理
審
査
会


